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民
間
競
争
入
札
の
取
り
組

み
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
利

益
を
享
受
す
る
国
民
の
立
場

に
立
ち
、
民
間
事
業
者
の
創

意
と
工
夫
を
適
切
に
反
映
さ

せ
、
良
質
か
つ
低
廉
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
も
の

で
、
国
有
林
の
間
伐
等
（
複

層
林
へ
誘
導
す
る
伐
採
を
含

む
）
・
路
網
整
備
・
植
付
が

対
象
と
さ
れ
、
「
競
争
の
導

入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

改
革
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革

基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
複

数
年
の
契
約
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で

は
、
間
伐
や
植
付
に
よ
る
更

新
を
一
連
の
作
業
と
し
て
効

率
的
・
効
果
的
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
、
森
林
の
有
す

る
公
益
的
機
能
の
発
揮
は
も

と
よ
り
、
林
業
の
成
長
産
業

化
の
実
現
に
向
け
て
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事 

間
伐
と
は
、
樹
木
の
成
長

の
課
程
で
過
密
と
な
っ

た
立
木
の
一
部
を
抜
き

切
り
し
て
、
立
木
密
度
を

調
整
す
る
作
業
で
す
。
風

水
害
等
に
強
い
健
全
な

森
林
の
整
備
、
下
層
植
生

の
繁
茂
に
よ
る
表
土
の

浸
食
や
流
出
の
抑
制
、

様

々

な

動

植

物

の

生

息
・
生
育
の
場
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
る
生
物
多

様
性
の
保
全
へ
の
寄
与

な
ど
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
発
揮
に
大

き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

現地説明会の様子フェラーバンチャによる伐倒の状況 

ハーベスタによる伐倒・枝払い・玉切りの状況 

グラップルによるフォワーダへの積み込みの状況 
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業
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
実
施
し
た
林
業
事

業
体
か
ら
は
、
「
複
数
年
に

わ
た
る
事
業
量
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
経
営
や
雇
用
が

安
定
す
る
。
」
「
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
が
促
進
す

る
。
」
「
林
業
機
械
に
整
合

し
た
、
使
い
や
す
く
丈
夫
な

森
林
作
業
道
を
設
計
・
開
設

で
き
る
。
」
な
ど
の
意
見
を

頂
い
て
お
り
、
今
後
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

（
資
源
活
用
第
二
課
） 

平成23年度
（3箇年）

平成24年度
（3箇年）

平成25年度
（3箇年）

平成26年度
（3箇年）

平成27年度
（3箇年）

平成28年度
（3箇年）

実施署 2 1 2 3 5 5

面積 797ha 406ha 738ha 768ha 1,149ha 1,268ha

伐採量 15,000㎥ 13,000㎥ 26,000㎥ 27,000㎥ 51,000㎥ 64,000㎥

フォワーダによる集材の状況 土場での荷下ろしの状況 

素材を販売するための椪（はい）積の状況 トラックによる製材工場等への輸送の状況 

ザウルスロボによる森林作業道作設の状況 

森林作業道作設後の状況 間伐後の林分状況 

北海道森林管理局民間競争入札の実施状況 
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近
年
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
大
き

な
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
域
内
循
環
に

よ
る
雇
用
創
出
や
地
方
創
生

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 当

署
管
内
の
南
富
良
野
町

で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

の
加
工
を
行
い
、
公
共
施
設

等
へ
熱
供
給
を
行
う
と
と
も

に
、
近
隣
地
域
に
あ
る
Ｆ
Ｉ

Ｔ
（
※
）
制
度
活
用
の
大
規

模
発
電
施
設
へ
木
質
チ
ッ
プ 

を
供
給
し
、
地
域
活
性
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め
て

い
く
に
は
民
有
林
と
国
有
林

が
一
体
と
な
っ
て
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
を
供
給
し
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

当
署
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
用
推
進
を
目
的
と
し

て
地
域
の
林
業
関
係
団
体
、

関
係
行
政
機
関
で
組
織
さ
れ

て
い
る
「
上
川
管
内
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
安
定
供
給
協
議

会
」
に
参
画
し
、
そ
こ
で
の

検
討
を
生
か
し
つ
つ
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
安
定
的
か
つ

効
率
的
に
供
給
す
る
た
め
の

取
組
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
は
未
利
用
間
伐

材
等
が
多
く
発
生
し
て
い
た

人
工
林
を
対
象
に
、
資
源
量

の
ま
と
ま
り
、
路
網
か
ら
の

距
離
、
機
械
化
へ
の
可
能
性

等
を
考
慮
し
て
団
地
を
設
定 

し
、
署
と
森
林
組
合
、
林
業

事
業
体
に
よ
る
合
同
の
現
地

検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
れ
を
踏
ま
え
施
業
実
施

計
画
の
変
更
を
行
い
、
今
年

度
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

を
念
頭
に
置
い
た
立
木
の
シ

ス
テ
ム
販
売
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
枝
条
等
を
効
率
よ
く

集
材
す
る
た
め
バ
イ
オ
マ
ス

対
応
型
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る

林
地
残
材
等
の
販
売
可
能
性

を
見
極
め
る
た
め
の
功
程
調 

査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

作
業
シ
ス
テ
ム
毎
に
分
析

し
た
結
果
、
コ
ス
ト
試
算
に

お
い
て
旭
川
地
区
の
原
料
材

価
格
（
山
元
土
場
）
に
比
べ

低
い
集
積
コ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
が
立
証
で
き
た
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
有
効
な
集

材
シ
ス
テ
ム
を
取
り
ま
と

め
、
地
区
の
森
林
整
備
計
画

実
行
管
理
推
進
チ
ー
ム
会

議
、
バ
イ
オ
マ
ス
安
定
供
給

協
議
会
に
お
い
て
発
表
し
広

く
公
開
し
ま
し
た
。 

今
後
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
は
供
給
体
制
の
更
な
る

強
化
の
た
め
、
署
と
南
富
良

野
町
と
が
協
定
を
結
ん
で
い

る
共
同
施
業
団
地
に
お
け
る

施
業
の
集
約
化
、
効
率
化
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
民
有
林
・
国
有

林
が
連
携
し
て
林
地
未
利
用

材
の
集
荷
に
関
す
る
生
産
性

に
つ
い
て
多
面
的
に
調
整

し
、
よ
り
効
率
的
な
作
業
シ

ス ス
テ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地元小学校のバイオマスボイラー 

バイオマス用間伐予定地現地検討会 

バイオマス対応型フォワーダ功程調査 

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
※
） 

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
を
図
る
た
め
、
電
力
会
社

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

さ
れ
た
電
気
を
一
定
期
間
、
固
定
価

格
で
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
づ
け

た
制
度 
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知
床
は
平
成
17

年
に
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
今

年
で
11

年
目
を
迎
え
ま
す
。 

昨
年
は
登
録
10

周
年
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
、
今
後
も

適
切
に
保
全
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
を
さ
れ
ま
し
た
。
改

め
て
、
な
ぜ
知
床
が
世
界
自

然
遺
産
に
選
ば
れ
、
現
在
、

何
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
か

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

知
床
は
世
界
遺
産
委
員
会

に
お
い
て
４
つ
の
評
価
基
準

の
う
ち
、
「
生
態
系
」
と
「
生

物
多
様
性
」
が
評
価
さ
れ
、

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。 

知
床
は
、
季
節
的
に
海
氷

(

か
い
ひ
ょ
う)

（
海
水
が
凍
結

し
て
で
き
る
氷
。
流
氷
な
ど
）

が
現
れ
る
地
域
と
し
て
北
半

球
で
最
も
低
緯
度
に
位
置
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら

す
豊
か
な
海
洋
の
生
産
性
と
、

海
と
陸
の
生
態
系
の
つ
な
が

り
が
見
ら
れ
ま
す
。 

生
物
多
様
性
は
魚
類
、
海

で
暮
ら
す
哺
乳
類
、
希
少
な

海
鳥
類
、
渡
り
鳥
類
と
い
っ

た
多
く
の
海
洋
性
、
陸
上
性

の
種
に
と
っ
て
重
要
な
地
域

で
あ
り
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や

シ
レ
ト
コ
ス
ミ
レ
な
ど
希
少

な
種
が
存
在
し
て
い
ま
す
。 

課
題
と
取
り
組
み 

こ
れ
ら
を
保
全
し
て
い
く

上
で
、
遺
産
地
域
の
適
切
な

利
用
と
併
せ
、
科
学
的
な
デ

ー
タ
に
基
づ
く
管
理
を
行
う

た
め
学
識
経
験
者
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
各
種
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
WG

）
が
設
置
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
課
題
の
対

応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世
界

遺
産
地
域
管
理
者
と
し
て
各

種
会
議
・
WG

に
担
当
者
を
配
置

し
、
会
議
に
お
い
て
取
り
組

み
結
果
を
報
告
し
、
議
論
結

果
を
踏
ま
え
さ
ら
に
課
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

【
河
川
工
作
物
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
会
議
】 

サ
ケ
科
魚
類
が
海
と
川
を

自
由
に
移
動
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
勧

告
を
受
け
、
魚
道
設
置
と
い

っ
た
河
川
工
作
物
（
ダ
ム
等
）

の
改
良
や
魚
類
の
遡
上
量
調

査
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

林
野
庁
が
事
務
局
的
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。 

【
エ
ゾ
シ
カ
・
陸
上
生
態
系
WG

】 

エ
ゾ
シ
カ
の
食
圧
に
よ
る

自
然
植
生
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
エ
ゾ
シ

カ
の
捕
獲
（
平
成
28

年
１
月

号
で
紹
介
）
や
防
鹿
柵
の
管

理
、
植
生
へ
の
影
響
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

よ
り
科
学
的
に
目
標
捕
獲
頭

数
を
決
め
る
方
法
、
よ
り
低

コ
ス
ト
で
捕
獲
す
る
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
エ
ゾ
シ

カ
捕
獲
は
主
に
林
野
庁
、
環

境
省
が
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
適
正
利
用
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
WG

】 

地
元
旅
行
業
者
も
含
め
た

関
係
機
関
と
協
力
し
、
ヒ
グ

マ
を
は
じ
め
と
し
た
野
生
動

物
と
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
、

登
山
道
管
理
や
植
生
の
保
護

な
ど
世
界
遺
産
地
域
の
適
切

な
利
用
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
知
床
の
自
然
を
将

来
ま
で
引
き
継
ぎ
、
多
く
の

方
に
自
然
を
適
切
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
世
界

自
然
遺
産
地
域
を
含
む
知
床

半
島
の
貴
重
な
森
林
生
態
系

保
全
に
む
け
、
業
務
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

（サケを食べるヒグマ） 

（シレトコスミレ） 

（流氷に覆われたオホーツク海）
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た
ま
ね
ぎ
と
焼
肉
の
街 

北
見
森
林
事
務
所
は
、
人

口
約
12

万
人
を
抱
え
る
オ
ホ

ー
ツ
ク
管
内
の
最
大
の
都

市
・
北
見
市
の
中
心
部
に
あ

り
ま
す
。 

古
く
は
ハ
ッ
カ
の
生
産
で

栄
え
た
町
で
す
が
、
現
在
で

は
た
ま
ね
ぎ
の
生
産
が
日
本

一
を
誇
る
農
業
の
町
で
も
あ

り
ま
す
。 

近
年
で
は
、
人
口
当
た
り

の
焼
肉
店
の
数
が
北
海
道
一

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
「
焼

肉
の
街
」
と
し
て
も
名
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
北
見
市
は
そ
の

約
66

％
が
森
林
と
な
っ
て
お

り
、
中
心
部
か
ら
30

分
も
車

を
走
ら
せ
れ
ば
森
林
が
広
が

る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。 

近
郊
に
は
林
業
・
木
材
関

連
産
業
が
立
地
し
、
林
業
・

木
材
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。 

地
域
に
親
し
ま
れ
る
国
有
林

と
し
て 

事
務
所
は
、
北
見
、
端
野
、

日
吉
、
常
呂
の
４
つ
の
森
林

事
務
所
の
合
同
森
林
事
務
所

と
し
て
所
在
し
て
お
り
、
こ

の
合
同
森
林
事
務
所
で
北
見

市
内
の
国
有
林
約
２
万
１
千

ha

（
北
見
・
端
野
担
当
区
だ

け
で
は
約
１
万
ha

）
を
管
理

経
営
し
て
い
ま
す
。 

管
内
に
は
、
一
帯
が
「
仁

頃
山
風
景
林
」
と
な
っ
て
い

る
仁
頃
山
（
８
２
９
ｍ
）
が

あ
り
、
北
見
市
中
心
に
近
く

手
頃
に
登
れ
る
山
と
し
て
、

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
常
呂
川
中
流
域
の

４
千
ha

弱
の
地
域
が
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
森
」
と
し
て
設
定

さ
れ
、
森
林
散
策
の
た
め
の

遊
歩
道
や
施
設
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
気
軽
に
森
林
浴
や

野
生
生
物
の
観
察
が
で
き
る

ほ
か
、
展
望
台
か
ら
は
オ
ホ

ー
ツ
ク
沿
岸
地
域
を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用

し
て
、
「
常
呂
川
森
林
ふ
れ
あ

い
推
進
セ
ン
タ
ー
」
が
中
心

と
な
っ
て
自
然
再
生
活
動
や

森
林
環
境
教
育
を
行
っ
て
お

り
、
毎
年
６
月
頃
に
開
催
さ

れ
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
樹
」
で
は
、

事
務
所
職
員
も
総
出
で
参
加

し
、
よ
り
地
域
の
方
々
に
国

有
林
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

東
奔
西
走
の
日
々 

日
々
の
業
務
は
、
国
有
林

の
巡
視
の
ほ
か
、
森
林
施
業

に
関
す
る
基
礎
資
料
と
な
る

地
況
林
況
調
査
、
各
種
請
負

事
業
の
監
督
業
務
、
境
界
巡

視
等
、
幅
広
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

近
年
で
は
台
風
・
大
雨
等

に
よ
る
、
風
倒
木
や
林
道
の

崩
壊
な
ど
の
被
害
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

と
く
に
、
平
成
27

年
10

月

に
発
生
し
た
台
風
災
害
で
は
、

北
見
管
内
で
も
多
く
の
林
道

が
被
害
を
受
け
、
各
種
事
業

実
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま

す
。 こ

う
し
た
こ
と
か
ら
も
、

日
々
の
林
道
巡
視
に
よ
る
崩

壊
箇
所
等
の
点
検
や
維
持
・

修
繕
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

今
後
も
先
人
が
育
ん
で
き

た
豊
か
な
森
林
資
源
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
最
前
線

で
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。 

こんにちは
網走中部森林管理署 

北見森林事務所 

地域統括森林官 

（北見・端野担当区） 

菅野 勝雄 
森 林 官 です! 

仁頃山にて：筆者（左） 

オホーツクの森 

地況林況調査の模様 
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７
月
２
日
、
北
海
道
森
林

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、

平
成
28

年
度
の
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
期
（
平
成
28

年
４
月
か

ら
平
成
30

年
３
月
ま
で
の
２

年
間
）
の
登
録
者
は
48

名
で
、

今
回
の
会
議
は
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ま
が
初
め
て
顔
を
合
わ

せ
る
第
１
回
目
の
会
議
と
な

り
、
遠
く
は
中
頓
別
町
、
網

走
市
、
上
ノ
国
町
な
ど
、
全

道
各
地
か
ら
29

名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

モ
ニ
タ
ー
会
議
で
は
北
海

道
森
林
管
理
局
の
仕
事
や
今

年
度
の
北
海
道
国
有
林
の
主

な
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
、

日
本
最
大
の
カ
ラ
マ
ツ
造
林

地
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス

ト
」
の
生
い
立
ち
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
意
見
交
換
で
は
出

席
い
た
だ
い
た
モ
ニ
タ
ー
の

皆
様
全
員
か
ら
意
見
や
抱
負
、

関
心
事
項
な
ど
に
つ
い
て
発

言
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な
ご
意

見
を
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
目

に
見
え
る
形
で
示
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
、

こ
れ
か
ら
２
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 （

企
画
課
） 

  

【
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い 

推
進
セ
ン
タ
ー
】 

６
月
22

日
、
野
幌
国
有
林

に
お
い
て
「
野
幌
の
森
」
下

草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。 

野
幌
森
林
公
園
は
、
平
成

16

年
の
台
風
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
樹
木
が
被
害
を
受
け
、

そ
の
森
林
を
再
生
す
る
た
め

「
100

年
前
の
原
始
性
が
感
じ

ら
れ
る
森
林
」
を
目
標
に
『
み

ん
な
で
森
林
づ
く
り 

よ
み

が
え
れ
！
「
野
幌
の
森
」
』
と

題
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と

協
働
で
野
幌
の
森
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

４
人
１
組
に
な
り
各
植
栽

列
の
下
刈
り
作
業
を
開
始
。 

初
め
て
の
参
加
者
も
い
る

中
、
途
中
、
休
憩
を
取
り
な

が
ら
、
み
な
さ
ん
爽
や
か
な

汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。 

【
留
萌
南
部
森
林
管
理
署
】 

６
月
12

日
、
暑
寒
別
岳
清

掃
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

暑
寒
別
岳
（
１
，
４
９
２

ｍ
）
は
郡
別
岳
、
南
暑
寒
岳
、

雄
冬
岳
な
ど
か
ら
な
る
増
毛

山
地
の
主
峰
で
暑
寒
別
天
売

焼
尻
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、

ま
た
、
日
本
二
百
名
山
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

登
山
ル
ー
ト
は
３
つ
あ
り
、

増
毛
町
側
の
暑
寒
ル
ー
ト
、

箸
別
ル
ー
ト
と
雨
竜
町
側
の

雨
竜
ル
ー
ト
が
あ
り
、
今
回

は
増
毛
山
岳
会
の
方
々
と
、

国
有
林
内
の
箸
別
ル
ー
ト
を

整
備
し
ま
し
た
。 

日
本
海
側
多
雪
地
帯
で
あ

る
増
毛
山
地
は
、
寒
風
吹
き

す
さ
ぶ
厳
し
い
気
候
に
よ
り
、

登
山
道
に
枝
が
落
ち
た
り
倒

木
に
よ
り
、
道
を
塞
い
だ
り

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
を
取
り
除
き
、
登
山
道
に

霧
が
立
ち
こ
め
る
と
５
ｍ
先

も
見
通
せ
な
い
ほ
ど
視
界
が

遮
ら
れ
る
た
め
、
雪
渓
で
登

山
者
が
道
に
迷
わ
な
い
よ
う

赤
い
布
（
デ
ポ
旗
）
な
ど
で

目
印
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
夏

山
登
山
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。 

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
な
ど
マ

ナ
ー
を
守
り
多
数
の
登
山
者

が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

検索森もりスクエア 「各地からの便り」の詳細は 

悪天候の中、ご来庁いただきまして
感謝申し上げます 

各地からの便り 

雪渓にデポ旗を設置 

み
ん
な
で
森
林
づ
く
り 

よ
み
が
え
れ
野
幌
の
森
2016

参加されたみなさんお疲れ様でした 

暑
寒
別
岳
清
掃
登
山 
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７
月
22

日
（
金
曜
日
） 

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト

 

（
北
海
道
森
林
管
理
局
） 

７
月
28

日
（
木
曜
日
）
～ 

29

日
（
金
曜
日
） 

わ
く
わ
く 

夏
休
み
子
ど
も
見
学
デ
ー 

（
北
海
道
森
林
管
理
局
） 

カルチャーナイト 2016 

1. 主旨 
主に札幌市内の公共施設等を夜間に開放し、各施設が 
持っている専門分野や特色を生かした文化プログラム 
を市民に提供する「カルチャーナイト」を北海道森林 
管理局においても以下のとおり開催します 

2. 開催日時 
平成 28 年 7 月 22 日（金）17:00～20:30 

3. 開催場所 
北海道森林管理局 1F ウッディホール 
（札幌市中央区宮の森 3 条 7 丁目 70 番）

4. 内容 
 当庁舎のウッディホールにおいて、以下のとおり木工 
教室やパネル展を実施します 

   ・木のタネの模型づくり 
   ・箸づくり 
   ・おがくず粘土で鉛筆づくり（もくねんさん） 
   ・北海道の山の生き物パネル展 

広報 「北の森林
も り

 国有林」7 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
電  話 011-622-5213 
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

行
事
・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

－お問い合わせ先－ 技術普及課 011-622-5245 

－お問い合わせ先－ 技術普及課 011-622-5245 
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